
令和４年４月１８日（月）、２回
の勉強会を経て蒲生地区地域支え合
い会議が立ち上がりました。地域支
え合い会議は、住民の皆さんが主役
となって「自分の地域にこんなもの
があったらいいな」「こんなことに
困っている人が居るから何とかして
あげたい」という思いを具体的に形
にし、取り組むことを目的としてい
る場です。

第一回会議では、勉強会のワーク
の中で出た「今はないが、今後あっ
たらいいなと思うこと」の中から、
住民主体で出来ることを考えました。
仕分けられた意見では、「集いの
場」や「若い人の地域活動への参
加」などが出来る事として挙がって

▲第一回会議に参加してくれた皆さん

▲グループワークで仕分けた意見

おり、世代間交流に関心のある方が
多い地区であることも見えてきまし
た。

（担当：黒沢）
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こども食堂とは、こどもが1人でも行ける無料または低額の食堂です。
こどもの貧困対策と、地域の交流拠点（場所によっては大人や高齢者
も対象にしています）の役割を担っており、地域住民や自治体が主体と
なって行っている活動です。この８年間で全国3,700カ所を超え、
越谷市内にも、約10ヵ所のこども食堂があります。

蒲生地区地域支え合い会議は、
３ヵ月に１回のペースで第２月曜日
に開催しています。７月１１日
（月）に行われた第二回会議では、
第一回の会議で出てきたキーワード、
「集いの場（居場所）づくり」
「多世代交流」
を組み合わせてどんなことができる
か？始められることは何だろう？を
皆さんと一緒に考えました。
こども食堂やイベントの実施など、
様々な意見が出ましたが、それらを
実施するためには居場所が必要であ
るということを共有することができ
ました。


